
（発言内容）

今からMacksの発表を始めます。私たちは「越美北線をこれから
も」をテーマに越美北線を盛り上げる提案を考えました。
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（発言内容）

このテーマを設定した理由は、越美北線の減便の問題を受け、こ
れ以上の減便を避け、不便な思いをしたくないと思ったからです。

そして、利用者の増加の促進、そして、市民に月１回乗ってもらうと
いう大野市の目標を達成するためです。
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（発言内容）

越美北線の利用者は、2000年の約22万人を頂点に年々利用者が
減っています。福井豪雨の数年後に利用者が増えてきましたが、
2010年から利用者が減っています。

また、2020年度では、コロナウイルスの影響で利用者数が大幅に
減りました。年々、利用者数が減ってきたため、越美北線の本数が
減らされる案が出されました。
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（発言内容）

ダイヤ改正で越美北線での、福井から越前大野までの区間の本
数が１８本から１５本に減便されました。
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（発言内容）

大野市では、利用者を増やすために助成制度や回数券の発行を
しています。

また、越美北線と乗り合いバスに乗る運動を進める会という団体も、
利用促進の活動を行っています。

このように様々な取り組みを行っていますが、私たちはさらに利用
者を増やすために提案をします。

5



（発言内容）

大野市への提案の１つ目は、現在でも行われている、「まいおお
の」の部門の中にある越美北線のフォトコンテストに加え、越美北
線の車内からのフォトコンテストを行います。
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（発言内容）

このように投稿します。そうすることで、越美北線に興味を持っても
らい、利用者の増加につながります。

また、これからの時代は発信が重要な時代になるので、コロナで国
外に行けない代わりに綺麗な景色をアピールし、大野に人の流れ
を呼び込むことが重要と考えます。

そのために綺麗な景色がアピールポイントになると考えています。
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（発言内容）

このように現在では、都市部より自然のある場所が好まれる傾向
があり、実際に福井に移住した方もいらっしゃいます。
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（発言内容）

大野市への提案の２つ目は、電車の中を装飾することです。
老人ホームや保育園、小中学校に通う人など、大野市民の作品を
展示します。

これらを家族や関係者などの多くの人が見に来て、越美北線に
乗ってもらうことができ、電車の利益が上がることを期待します。

大野市の芸術家の作品を展示しても面白いかもしれません。

9



（発言内容）

大野市のハサミ屋さんのハサミを利用している東京のカリスマ美容
師さんは、「福井から越美北線に乗っている１時間が癒されてとて
もいい。」とおっしゃっていたそうです。
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（発言内容）

これは、おそらく毎日忙しく働いている都会の人にとって、越美北
線の静かで落ち着いた車内と美しい自然が見える車内がとても貴
重に感じるのだと思います。

利用者が少ないというマイナスポイントもプラスに変えて、
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（発言内容）

私たちは、移動する図書館を考えました。ここでは、車内にブックス
ペースを設けて、大野にまつわる本や大野市図書館の方のおすす
めの本を設置します。

 SDGｓ達成目標４の「質の高い教育をみんなに」を提供でき、普段
触れない大野の歴史について学べたり、静かな車内で読書を楽し
めたりできます。

ふと一息つく時には、美しい景色に癒されると思います。
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（発言内容）

 JRへの提案は「サイクルトレイン」です。今、自転車がブームなのを
知っていますか。

サイクルトレインをすることでくらし環境分野の課題でもある自然、
地球温暖化を防止できます。
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（発言内容）

また、新しい通勤、通学の手段となり、自動車の利用を控え、健康
増進にもつながります。

他にも、自動車がない人は観光の行動の幅が広がると考えていま
す。

このように各地でサイクルトレインは行われています。
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（発言内容）

民間への提案は、軽食を車内で食べれるようにすることです。
車内で食べれるようにすることによって観光客と大野の人の関わ
るきっかけとなって、仲が深まり、越美北線を盛り上げられます。

大野の食材を使った物を食べることで、大野の自然の恵みに感謝
できると考えました。
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（発言内容）

また、お花見シーズンや紅葉シーズンに越美北線に乗って大野を
ゆっくり走行するイベントを開催します。
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（発言内容）

大野の美味しいものを食べながら、四季折々の景色が楽しめる最
高のイベントになると考えています。
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（発言内容）

また、星付きレストランとのコラボ料理を提供するレストラン列車も
考えました。

18



（発言内容）

それに加え、「日替わりで大野の特産品を低価格で！」というタイト
ルのもと、乗っていただいた乗客に、大野の特産品を割引価格で
買うことができる券をプレゼントすることも考えています。
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（発言内容）

電車の利益も、お店の利益も上がることが期待されます。つまり、
JRも民間企業も乗客も得をすると考えられます。
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（発言内容）

これらの提案を実施することで、越美北線を盛り上げられ、大野市
の活性化につなげようと考えています。
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（発言内容）

ありがとうございました。
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